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研究成果の概要（和文）：森林環境には～百万個/立方メートルの真菌類胞子が浮遊しており、原発事故でセシ
ウム（Cs）に汚染された森林では、Csを濃縮した胞子が大気への再浮遊を支える。そこで、天候に応じたエアロ
ゾル捕集を実施したところ、広葉樹林内の降水時の大気中Cs濃度は非降水時の平均より約2.4倍高かった。雨は
エアロゾルを除くはずだが、さらなる研究の結果、胞子発生源が降水時と非降水時で異なり、降水時には粗大胞
子の大気中個数濃度が非降水時より相対的に多く（約2倍）、このことは雨滴の水はねがカビのような真菌類胞
子（Csを含む）を大気へ浮遊させることを示し、植物病原菌の分生子による伝播機序と一致することがわかっ
た。

研究成果の概要（英文）：It is usual understanding that rainfall removes aerosols from the air. 
However, the question of whether rain plays a role in releasing aerosols to the air has been posed 
recently. In the present study, we found outbreak of radioCs-bearing aerosols in a contaminated 
Japanese forest due to rain. We carried out general radioactive aerosol observations in a typical 
mountainous village area within the exclusion zone in Fukushima. We also sampled according to the 
weather (rain or fine) inside a forest to better understand the process. Thus, we know that rain 
enhances/induces bursts of radioCs-bearing aerosols in forests. With further investigations, we 
confirmed that the fungal spore sources in the rainy weather seem to be different from those in the 
fine weather. Larger fungal particles (possibly conidia-ascospore) are emitted during rain than 
during fine weather, suggesting that the rain-splash mechanism for mold-like fungi could be the 
major mechanism. 

研究分野：大気エアロゾル学

キーワード： バイオエアロゾル　森林生態系　降水による放出　真菌類胞子　放出フラックス　放射性セシウムトレ
ーサー　有機物トレーサー　蛍光ライダー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本成果は、降雨はエアロゾルを大気から取り除くだけでなく、反対にエアロゾルを大気に放出する役割を果たす
場合もあるという近年提起されている問題に、新たな証拠をもたらすものである。また、森林生態系からの真菌
類胞子放出の実態解明として意義が大きい。大気中に浮遊する生物系粒子であるバイオエアロゾルのうち、真菌
と細菌は、ヒト健康や生態系に影響を及ぼすだけでなく、水蒸気氷結の核となって雲形成にも関わる可能性があ
るため学術的な関心が高くなっている。したがって、本成果は、関連する森林生態学、気象学、気候学、農学
（植物病害）など、真菌類胞子が重要性を有する研究分野への波及効果が大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 当該研究グループの半分は，PM2.5 や人為起源エアロゾルの越境汚染と気候や生体影響を研究
してきた。彼らはまた，福島第一原発事故での高汚染地域で，放射性セシウム（Cs）の大気への
再飛散研究を進めてきた（e.g. 金野ほか，2017；Nakagawa et al., 2018）が，Cs の森林大気中濃
度は降水のある時間帯の方が，非降水時間帯より高いことを見出した。これは，汚染地域での夏
の大気中 Cs 濃度が冬に比べひと桁以上高いこと，森林中の濃度が高いこと，試料中の生物由来
と考えられる炭素と Csとに濃度相関があること，夏に百万個/m3 に近い極高濃度でバイオエア
ロゾルが存在すること等（e.g. Kinase et al., 2018；Igarashi et al., 2019）とも整合する。また，真菌
類は Cs を濃縮する事から，Cs 再浮遊に関し真菌類の能動的胞子放出説が強く支持され，胞子
放出は概算で～5×105 個/m2/秒に達すると評価された（降水・無降水と関係なく平均値）（Igarashi, 
Kita et al., EAC, 2016）。この値を 33 pg/胞子（Sesartic & Dallafior, 2011）として重量換算すると 16.5 
µg/m2/秒となり，大きなフラックスが予想された。国立科学博物館筑波実験植物園における調査
研究により，キノコは夏季により大量に発生することが判明しており，相当量の胞子放出も同時
に生ずることが示唆されて諸事実は整合すると考えられた。しかし，研究開始当初，機序解明は
おこなわれてはおらず，降水発生するエアロゾルの機序解明は必須と言えた。 
加えて，信州大学工学部では種々の物質へのレーザー光照射で誘発される蛍光とそのリモー
トセンシングへの応用を図り，移動可能な蛍光スペクトルライダー（以下蛍光ライダー）を開発
してきた。バイオエアロゾルの大気中分布の観測には蛍光ライダーが適する。福岡大学では夜間
観測の実績があり，蛍光性エアロゾルが地表付近に分布する状況を確認しているが，正体の解明
が求められていた。そこで，従来顧みられなかった降水によるエアロゾル発生現象に着目，里山
や都市近郊にて蛍光ライダーも用いた総合観測を実施し，その発生や拡散の実態把握と発生物
質の性状解明を狙い，特に森林生態系由来エアロゾルの実態解明と評価を目指し，研究を進めた。 
 

２． 研究の目的 
大気中のエアロゾルが降
水により除去される（湿性
除去）のは常識であろう。
しかしながら，最近の研究
では，降水を契機とした大
気エアロゾルの発生事例が
複数報告され（e.g. Prenni et 
al., 2013; Wang et al, 2016），
その影響評価の必要性が議
論されている。機序として，
次の３つが想定出来る（図
1；五十嵐，2021）。１）乾い
た疎で多孔質な地表面に雨
滴が接触したとき，雨滴は
直ちには浸透せず少しの時
間，微小水塊としての形状
を保つ。この水塊に地表面
から気泡が発生・上昇する。
気泡がはじけた際ジェッ
ト流が発生し，エアロゾル
が発生する（Joung & Buie, 
2015；地表面接触雨滴内部
でのマイクロバブルバー
スト）。これは海塩粒子の

生成メカニズムにほぼ等しい。このエアロゾルは地表面に存在する物質を大気中へ移行させ得
るし，降水時に土の匂いがする現象（ジオスミンとして知られる）を説明し得る。２）森林生態
内部の生物種は降水や大気中の水蒸気を種の保存と繁殖に利用していると考えられるが，特に
キノコは降水や高湿度を利用して胞子の撒布を行っていて（Elbert et al., 2007; Hassett et al., 2015; 
Pringle et al., 2005; Turner & Webster, 1991 等；バイオエアロゾル－能動的胞子撒布），気象・気候
影響も議論されている。キノコ類は胞子撒布方式により担子菌と子嚢菌等に分類されるが，どち
らも極めて巧妙な仕組みで大気中の水分を活用して胞子を空気中に射出し，その後は地表面の
乱流で拡散する。上記に加え，別な仕組みも検討されてきた。３）雨滴の水撥ねは，植物病原菌
の分生子による伝播メカニズムとして古くから知られている。降水は，カビのような真菌類胞子
の大気への浮遊を活発化させる（Fitt et al., 1989; Gregory, Guthrie & Bunce, 1959; Gilet and Bourouiba, 
2014）。これとは別に，森林水文学では水の「樹冠遮断」という現象が知られる（例えば，Kuraji 
& Tanaka, 2003）。降水の強度が増せば増すほど，森林内部へ移行せず樹冠で遮断される水量が増
える現象で，降水量の 15～45%が森林内地表面へ届かない（例えば，Sun et al., 2017）。説明仮説
の一つとして，雨滴水はねの結果生じた水滴の粒径がごく小さいため界面の飽和水蒸気圧が上
昇し，水が水蒸気となって蒸発するとの議論もある（Murakami, 2006; 2012）。結果，生じた蒸発

図 1: Three possible major mechanisms for rain-induced aerosol emissions 
to the air, all of which would involve bioaerosol (PBAP) discharge originally 
depicted by the present author; 1) Micro bubble burst, 2) Active spore 
discharge and 3) Rain-splash mechanisms, which are all explained in Kita et 
al., 2020. 2) depicts only for Basidiomycota but Ascomycota also eject 
spores into air by using atmospheric moisture in a different manner.  
五十嵐，2021. 



残さがエアロゾルとして残される可能性もあり，森林での葉面やリター表面に存在する物質の
巻き上がり機序のひとつとして，検討が求められるのかも知れない。 
上記を背景に，本研究提案では，我が国では全く顧みられなかった降水によるエアロゾル発生
に着目し，典型的な里山や都市近郊において総合的な観測を実施することで，我が国での発生や
拡散の実態把握と発生する物質の性状の解明を進め，森林生態学・気象・気候等関連する分野で
の，特に森林生態系由来エアロゾルのインパクト評価を進め研究のブレークスルーをねらった。 
 
３．研究の方法 
・福島第一原発事故で 137Cs 汚染された森林での観測を継続的に実施した。大気への 137Cs 再浮
遊の発生源や放出メカニズムを明らかにするために，天候に応じた（降水の有無による）エアロ
ゾルのサンプリングを実施した。観測には 2 台の HV サンプラーをクリマテック社製降雨検出
切替器（雨滴センサー, データロガー, 2-chリレーコントローラ, ACリレー等で構成）で結び，
0.5 mm以上の雨滴を検知すると，１時間の試料捕集を行うシステムを構築し用いた。広葉樹林，
針葉樹林での HV サンプリングを実施し，放射能測定以外に光学顕微鏡を用いてフィルター試
料観察を行い，有色粒子を計数した。粒径分布の解析には，米国国立衛生研究所開発のオープン
ウェア解析ソフトである ImageJを用いた。 
・アクセスが容易で，バイオエアロゾル発生源の真菌類観察データのある筑波実験植物園でも観
測を実施した。フィルター試料から DNA を直接抽出し，微生物の分類指標となる遺伝子配列
（16S rRNA，ITS領域）を決定した後，真菌と細菌の種組成を解析した。また，植物園内で，き
のこ発生状況を調査しDNA抽出も行った。子実体は乾燥し，標本として菌類標本庫に保管した。 
・2018 年および 2019 年初夏季，秋季に同植物園にて，現場サンプリング，粒子蛍光観測装置，
緩和渦集積法によるフラックス観測，ゾンデやヘリコプターを用いた上空までの観測による集
中観測を実施した。集中観測時には周辺の基礎気象データを収集した。植物園内の森林上空（高
さ 20 m）の風速，風向，気温，相対湿度，下向き短波放射量，摩擦速度（運動量フラックス），
顕熱フラックスの 1 時間平均値をそれぞれ超音波風速計，通風乾湿計，日射計を用いて測定し
た。森林上空での観測は，筑波実験植物園の北方向に隣接する建物の屋上に，理想的とはとても
言えないが実際的な理由から，装置を設置して行った。大気中のバイオエアロゾルは，森林上空
（高さ 19 m）と森林内部（高さ 1.5 m）の 2高度においてローボリュームエアサンプラにより 1 
µm孔径のメンブレンフィルタ上に捕集した。 
・蛍光ライダーを 335nmレーザー，25㎝径望遠鏡，多波長分光計検出器，パルスジェネレータ
を基本構成として開発し，生葉クロロフィルやスギ花粉などの日中観測により，その動作特性を
確認した。 
 
４．研究成果 
・福島県の避難区域内の典型的な山村地域にて観測を行い，真菌類が Csを濃縮，その胞子が大
気へ放出されることで，夏季に大気中 Cs濃度が高くなる実態を明らかにした（Kinase et al., 2018, 
Igarashi et al., 2019）が，Igarashi et al. (2019)は，Cs放射能から得た林床からの胞子フラックスは，
2.2×101–2.4×103 個 m-2s-1とより厳密に評価した。 
・さらに汚染された森林での Cs再浮遊発生源や放出メカニズムを明らかにするため，天候に応
じたエアロゾルの捕集を実施したところ，降水時には落葉広葉樹林内，針葉樹林内の大気中の Cs
濃度がそれぞれ非降水時の平均より約 2.4倍，約 1.4倍に増加する結果を得た（2016年夏季）。
顕微鏡観察による粒径分布解析などで原因を探った結果，Cs 再浮遊担体である真菌類胞子の発
生源が，降水時と非降水時で異なることが判明し，非降雨時に比べて降雨時に全体の胞子個数濃
度は 1/3 程度に減るものの，粗大な（投影面積 15 µm2以上）真菌類胞子の占める割合が高まる
ことがわかった（約 1.8倍；図 2上部参照）。降雨時に同程度の Cs濃度をもつ粗大な胞子（大き
さや形態から判断すると子嚢菌分生子と推定される；図 2 下部参照）の放出が卓越してくるた
め，胞子個数濃度が全体に低下しても，大気中 Cs濃度は上昇する結果となると解釈できる。こ
のことから，雨滴の水はねがカビのような真菌類の胞子を大気へ浮遊させていることが示唆さ
れ，植物病原菌の分生子による伝播メカニズムと一致することがわかった（Kita et al., 2020）。 
・上記の解析から，森林生態系から降雨により子嚢菌分生子が相当量放出されることが明らかと
なった。降雨はエアロゾルを大気から取り除くだけでなく，反対にエアロゾルを大気に放出する
役割を果たす場合もあるという近年提起される問題に，新たな証拠をもたらす結果であり，森林
生態系からの真菌類胞子放出の実態解明として意義が大きい。大気中に浮遊する生物系粒子で
あるバイオエアロゾルのうち，真菌と細菌はヒト健康や生態系に影響を及ぼすだけでなく，水蒸
気氷結の核となって雲形成にも関わる可能性がある（Iwata et al., 2019）ため学術的な関心が高く
なっている。したがって，本成果は，関連する森林生態学，気象学，気候学，農学（植物病害）
など，真菌類胞子が重要性を有する研究分野への波及効果が大きいと考えられる（五十嵐，2021）。 
・筑波実験植物園にて観測を実施し，フィルター試料から DNA抽出を行った。また，植物園内
できのこ発生状況を調査し，DNA 抽出も行った。子実体は乾燥し，証拠標本として国立科学博
物館植物研究部菌類標本庫に保管した。2018年および 2019年初夏季，秋季に同植物園にて，現
場サンプリング，粒子蛍光観測装置，緩和渦集積法によるフラックス観測，ゾンデやヘリコプタ
ーを用いた上空までの観測による集中観測を実施した。集中観測時には周辺の基礎気象データ
を収集した。秋季観測では，担子菌類の子実体からの胞子放出現象の野外観測映像を初めて得た。



大気エアロゾルに含まれる微生物由来の遺伝子配列から，氷核活性微生物の同種が，乾燥地や都
市部に比べ，森林地帯で頻繁に検出された。 
・上記集中観測での結果をもとに，バイオエアロゾル（主に真菌類胞子）のフラックスと森林林
床から上空大気へと輸送されるプロセスを明らかにするため，森林内のエアロゾルの乱流拡散
や沈着・放出過程を考慮できる多層大気－植生－土壌モデル（SOLVEG）を用いた数値解析を行
い，緩和渦集積法（Relaxed Eddy 
Accumulation Method, REA法）によ
る観測結果等との比較を試みた。
モデル計算と放出率の推定に必要
な胞子の個数濃度は，筑波実験植
物園における野外観測と顕微鏡観
察によって取得し，得られた個数
濃度観測結果とモデル計算結果の
比較から，胞子の林床からの放出
率を逆推定するともに，大気と森
林の間の胞子の輸送プロセスを明
らかにした。質量フラックスは変
動が大きかったが全般に正とな
り，平均値は 2.0±1.8×10-2 µg m-2s-

1となり，Igarashi et al. (2019)の胞子
個数フラックスから変換した質量
フラックス 0.1–12×10-2 µg m-2s-1と
よく一致した（南ほか，2020）。 
・バイオエアロゾルの野外観測に
おける現状の課題や問題点を整理
し，バイオエアロゾル研究の将来
的な展望を整理した（Šantl-Temkiv 
et al., 2020）。 
・蛍光ライダーを335nmレーザー，
25 ㎝径望遠鏡，多波長分光計検出
器，パルスジェネレータを基本構
成として開発し，生葉クロロフィ
ルやスギ花粉などの日中観測によ
り，その動作特性を確認した（齊
藤，2020）。ライダー観測結果の照
合のために，計 30種類以上のエア
ロゾル候補物質の EEM 特性を計
測し，蛍光データベースを作成し
た（Saito et al., 2018a；2018b）。西
日本都市上空のライダーと直接サ
ンプリングによる組成の同時観測
を実施した。強い蛍光が観測された日に，硫酸カルシウム等，蛍光性のある人為起源粒子が多く
観測されたことが分かった。 
・バイオエアロゾルと関連し，森林火災に伴う有機物と放射性 Cs放出を調べるため，大気エア
ロゾル中レボグルコサン濃度を測定した．2017 年春季の浪江町森林火災でレボグルコサン濃度
の著しい増加がみられたが，放射性 Csには増加は認められなかった．さらに浪江町と植物園で
夫々，燃焼または，胞子由来の有機マーカーのレボグルコサン，糖アルコールを観測した。植物
園では，雨天時に Cs濃度が高く，マンニトールが類似挙動を示した。レボグルコサンは晴天時
に高く，アラビトールは晴天・雨天時で差はない。浪江町では晴天時に Cs濃度が高く，レボグ
ルコサンが類似挙動を示したが，雨天時には検出されなかった。 
・これらに加えて関連した領域において，エアロゾルフラックス観測研究（Nakahara et al., 2019），
ドップラーライダーによる観測研究（Takashima et al., 2019），Csの再浮遊挙動に関するデータの
解析（Kinase et al., 2020），バイオエアロゾルの黄砂による長距離輸送の解析（Maki et al., 2017; 
2018；牧ほか，2020），エアロゾル輸送モデルの改善や改良（Iwasaki et al., 2019；Kajino et al., 2020a；
2020b；2021；Takagi et al., 2020；Goto et al., 2020）などに関し，多数の成果を得ることが出来た。 
 

図 2 Top: Normalized (dividing by the sum of the total number (Y)) 
size distributions of fungal particles by using image analysis. The bin 
size of the horizontal axis (X; dlog Area) is 0.05 on the scale of the base 
10 logarithm. Bottom: Typical examples of fungal spore particles on 
filter samples taken at the Namie site during the 2016 summer, which 
are plotted along 4 projection size bins of the size distribution based on 
experimental/convenient classification. Arrows indicate the particles 
concerned, and the bar length is 20 μm. Beyond the 15 μm2 range, 
macroconidia were dominant, as shown in this figure. Kita et al., 2020. 
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Igarashi, Y., Kita, K.,Kinase, T., Hayashi, N., Ishizuka, M., Adachi, K., Koitabashi, M., Onda, Y.

北和之, 林菜穂, 木村茉央, 畑中恒太朗, 加納瑞樹, 南光太郎, Peng Tang, 古川純, 木名瀬健, 足立光司, 財前祐二, 濱賢三, 二宮和彦,
篠原厚, 佐藤志彦, 五十嵐康人

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Estimation of uranium sources in environmental samples using the isotopic ratio determination

Re-assessment of airborne radiocesium re-suspended from contaminated ground surface after the Fukushima Nuclear Accident

Rain-enhanced/induced bioecological resuspension of radiocaesium in a polluted forest in Fukushima

福島帰宅困難地区で観測したセシウム-137大気放射能濃度の最近の変化

 １．発表者名

 ３．学会等名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

 ２．発表標題

保坂健太郎、山本航平、糟谷大河、南京沃、石庭寛子

北和之、加納瑞季、二井矢航、木村茉央、古川純、羽田野祐子、五十嵐康人

内山祐介、羽田野祐子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

地下生菌（トリュフ類）と小動物を介した森林内の放射性セシウムの動態把握

大気エアロゾルと植物・菌類間での放射性セシウム移行可能性の研究

ベイジアン移流拡散方程式による大気中の放射性物質拡散挙動の長期予測

筑波実験植物園におけるバイオエアロゾルとセシウム濃度の時系列データ解析

 １．発表者名
石塚正秀, 田中邦明, 宮本えりか, 羽田野祐子, 保坂健太郎, 北和之, 牧輝也, 五十嵐康人



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

 ３．学会等名

 ２．発表標題

北和之, 南光太郎, 堅田元喜, 反町篤行, 原田晃司, 林奈穂, 保坂健太郎, 牧輝弥, 石塚正秀, 渡辺幸一, 羽田野祐子, 五十嵐康人

 ２．発表標題

Olivier, M., Kita, K., Denis, M., Harada, K., Hayashi, N., Minami, K., Hatano, Y., Igarashi, Y.

末富英一、岡田往子、羽倉尚人、内山孝文、羽田野祐子

岡田往子、末富英一、内山孝文、藤田真聖、羽田野祐子

 ３．学会等名

019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

2019年度放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点年次報告会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

森林からのバイオエアロゾル放出フラックス推定の試み

Measurement of emission flux of radioactive cesium to the atmosphere

大気浮遊塵中の放射性Cs 濃度の長期予測に関する数理モデルの開発

赤城大沼湖水中における放射性セシウム濃度の時系列データに関するモデル化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

石塚正秀、五十嵐康人、北和之、保坂健太郎、牧輝也、田中邦明、宮本えりか、羽田野祐子

保坂健太郎

渡辺幸一

齊藤保典

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2019年7月の筑波実験植物園におけるきのこ胞子の放出観測

南鳥島の菌類相と風・海流・海鳥散布の可能性

リアルタイム浮遊菌カウンタによる微生物粒子の計測－植物園内での観測を中心に－

分光スペクトルライダーを用いた長野市大気観測

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第28回 放射線利用総合シンポジウム（招待講演）

2019 American Geophysical Union (AGU) Fall Meeting（国際学会）

応用物理学会 北陸・信越支部学術講演会 C16

五十嵐 康人

Goto D., Morino Y., Ohara T., Sekiyama T.T., Uchida J., Nakajima T

小笠原茜, 宇都宮成弥, 亀谷啓太, 切中拓矢, 冨田孝幸, 五十嵐康人, 齊藤保典

牧輝弥, 作田裕也, 河合慶, 藤田達之, 甲斐憲次, 北和之, 五十嵐康人, 保坂健太郎, 高見英人, 小林史尚, 黒崎泰典, 石塚正秀, 能田
淳, 渡辺幸一, 洪天祥, 陳彬, 篠田雅人, 三星かおり, 西村隆, 岩坂泰信

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

夏季の放射性セシウム再飛散－バイオエアロゾルの役割

Development of multi-model ensemble method for radionuclides released from Fukushima nuclear accident

バイオエアロゾル蛍光のその場計測を目的とする蛍光スペクトル計測装置

バイオエアロゾルにおける微生物群の遺伝学的特徴

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回 大気環境学会年会

第60回 大気環境学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

梶野瑞王，石塚正秀，五十嵐康人，北和之，財前祐二，木名瀨健，渡邊明

 ２．発表標題

亀谷啓太, 切中拓矢, 宇都宮成弥, 小笠原茜, 冨田孝幸, 五十嵐康人, 齊藤保典

亀谷啓太, 切中拓矢, 宇都宮成弥, 小笠原茜, 冨田孝幸, 齊藤保典

五十嵐康人，北和之，木名瀬健，林奈穂，南光太郎，木村茉央，反町篤行，大河内博，後藤友里絵，石塚正秀，牧輝弥, 保坂健太郎，羽田
野祐子

応用物理学会 北陸・信越支部学術講演会 C17

計測自動制御学会 中部支部シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

放射性セシウムの再飛散・再沈着モデリング

ライダーでのエアロゾル観測に利用する蛍光データベース

ライダーによる大気エアロゾル観測のための蛍光データベース作成

福島県内の里山地域における大気中Cs濃度の変遷

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回 大気環境学会年会

第60回 大気環境学会年会

齋藤啓介, 大河内博, 永岡玲奈, 麻生智香, 宮崎あかね

村上 周平, 大河内 博, 勝見尚也, 皆巳幸也, 小林拓, 三浦和彦, 加藤俊吾, 竹内政樹,戸田敬, 米持真一

反町篤行, 北和之, 南光太郎, 保坂健太郎, 堅田元喜, 五十嵐康人

市瀬孝道, 定金香里, 牧輝弥

第60回 大気環境学会年会

第60回 大気環境学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

首都圏小規模森林における大気ー森林相互作用（１）

大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定(9)

緩和渦集積法を用いたバイオエアロゾルフラックスの測定

黄砂バイオエアロゾルから分離された４種の真菌類のマウス肺におけるアレルギー炎症の比較

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回 大気環境学会年会

第60回大気環境学会年会

第60回 大気環境学会年会

第60回 大気環境学会年会

南光太郎, 堅田元喜, 北和之, 反町篤行, 保坂健太郎

光川彩夏, 大河内博, 勝見尚也, 松木篤

張晶瑩，大河内博，光川彩夏，村上周平，勝見尚也，皆巳幸也，松木篤

定金香里, 市瀬孝道, 牧輝弥

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

多層陸面モデルを用いた真菌胞子の森林上空への乱流輸送過程の解析

大気中フミン様物質の動態・起源・環境リスクに関する研究（2）

大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定（8）

４種の黄砂付着子.菌類と加熱黄砂曝露による肺アレルギー増悪作用の比較

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

European Aerosol Conference 2019（国際学会）

8th International Conference on Fog, Fog Collection and Dew（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Okochi, H., Dairiki, M., Nakamura, M., Ogawa, S., Tahara, D., Takemura, N., Nakano, T., Shimada, K., Katsumi, N., Minami,
Y., Takeuchi, M., Toda, K., Kato, S., Wada, R., Miura, K., Yonemochi, S., Hatakeyama, S., Dokiya, Y.

 ２．発表標題

宇都宮成弥, 小笠原茜, 冨田孝幸, 五十嵐康人, 齊藤保典

切中拓矢, 亀谷啓太, 白石浩一, 西村彬, 冨田孝幸, 五十嵐康人, 齊藤保典

T. Maki, T. Fujita, K. Kawai, E. Davaanya, K. Kai, J. Nouda, C. Bin, F. Kobayashi, Y. Iwasaka

第37回レーザセンシングシンポジウム P11

第37回レーザセンシングシンポジウム P12

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Observation of Cloud Water Chemistry in the Free Troposphere and the Atmospheric Boundary Layer on Mt. Fuji (6)

蛍光ライダーによる樹木葉内成分の群落内3次元構造

蛍光ライダーへの応用を目的とした大気エアロゾル候補物質の蛍光データベース

Vertical distributions of airborne microorganisms transported by Asian dust

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference on Fog, Fog Collection and Dew（国際学会）

放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点ERNCキックオフミーティング

Dairiki, M., Okochi, H., Nakamura, M., Ogawa, S., Tahara, D., Takemura, N., Nakano, T., Shimada, K., Katsumi, N., Minami,
Y., Takeuchi, M., Toda, K., Kato, S., Wada, R., Miura, K., Yonemochi, S., Hatakeyama, S., Dokiya, Y.

石塚正秀、五十嵐康人、北和之、保坂健太郎、牧輝也、田中邦明、宮本えりか、羽田野祐子

保坂健太郎

北和之

放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点ERNCキックオフミーティング

放射能環境動態・影響評価ネットワーク共同研究拠点ERNCキックオフミーティング

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Observation of Cloud Water Chemistry in the Free Troposphere and the Atmospheric Boundary Layer on Mt. Fuji (5)

筑波実験植物園におけるバイオエアロゾルとセシウム濃度の時系列データ解析

地下生菌（トリュフ類）と小動物を介した森林内の放射性セシウムの動態把握

大気エアロゾルと植物・菌類間での放射性セシウム移行可能性の研究

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 29th International Laser Radar Conference P7-16（国際学会）

第28回環境化学討論会（国際セッション）

第28回環境化学討論会（国際セッション）

第28回環境化学討論会（国際セッション）

Ajikawa, T., Okochi, H., Nakano, T., Shimada, K., Uchida, E., Nakagwa, T., Matsui, T., Ishizuka, M., Arai, T., Poty, L.,
Peou, H.

Gotoh, Y., Okochi, H., Gotoh, K., Kinno, S., Kuroshima, H., Sorimachi, A., Tokonami, S., Kita, K., Igarashi, Y.

Saito, K., Okochi, H., Aso, C., Nagaoka, R., Shimada, K., Miyazaki, A.

Y. Saito, K. Shiraishi, A. Nishimura, T. Kirinaka, Y. Sakurai and T. Tomida

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Impact of Particle Matters on the Formation and Chemistry of Tropical Heavy Rain Accompanied by Squall

Distribution of the atmospherically deposited radioactive cesium in forest in Fukushima Prefecture and development of eco-
friendly technology for its decontamination (4)

Atmosphere-forest interaction in a small urban forest in the Tokyo metropolitan area (1)

Fluorescence database of aerosol-candidate-substances for fluorescence lidar application

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

福島復興のための廃棄物処理・除染技術に関するシンポジウム（招待講演）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Maki, T. Fujita, Y. Mastuba, Y. Kurosaki, M. Ishizuka, K. Kawai, and Y. Iwasaka

 ２．発表標題

Dairiki, M., Okochi, H., Nakamura, M., Katsumi, N., Minami, Y., Yonemochi, S., Miura, K., Kato, S., Wada, R., Takeuchi, M.,
Toda, K., Dokiya, Y., Hatakeyama, S.

張晶瑩，大河内博，光川彩夏，村上周平，勝見尚也，皆巳幸也，松木篤

大河内博

第28回環境化学討論会（国際セッション）

第28回環境化学討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Comparison of airborne microbial variations in air samples from Asian-dust source and arrival regions

Observation of Cloud Water Chemistry in the Free Troposphere and the Atmospheric Boundary Layer on Mt. Fuji

大気中陰イオン界面活性物質の動態と起源推定（7）：新宿と能登の比較”

福島県の里山に大気沈着した放射性セシウムの動態解明と環境調和型除染技術の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（招待講演）（国際学会）

北和之, 佐々木完斉, 南光太郎, 木名瀬健, 足立光司, 財前祐二, 保坂健太郎, 牧輝弥, 五十嵐康人

北和之, 林奈穂, 南光太郎, 木村茉央, 五十嵐康人, 足立光司, 牧輝弥, 反町篤行,石塚正秀, 古川純, 二宮和彦, 篠原厚, Masson
Olivier

Uchiyama, R., Okochi, H., Ogata, H., Katsumi, N., Nakano, T.

Dairiki, M., Nakamura, M., Okochi, H., Shimada, K., Katsumi, N., Yukiya, M., Kobayashi, H., Miura, K., Kato, S., Wada, R.,
Toda, K.

11th Asia Aerosol Conference (AAC2019)（国際学会）

11th Asia Aerosol Conference (AAC2019)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

日本森林で産するキノコ胞子の氷晶核化温度測定

バイオエアロゾルによる放射性セシウム大気再飛散とそのフラックス推定の試み

The impact of mineral/dust particles on the formation of summer heavy rainfall in downtown Tokyo, Japan

Observation of Cloud Water Chemistry in the Free Troposphere

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

11th Asia Aerosol Conference (AAC2019)（国際学会）

11th Asia Aerosol Conference (AAC2019)（国際学会）

第79回分析化学討論会（招待講演）

第33回環境分析化学シンポジウム・第108回中国環境分析学会年次総会（招待講演）（国際学会）

Kajikawa, T., Okochi, H., Nakno, T., Shimada, K.

大河内博

五十嵐 康人

Goto, Y., Okochi, H., Yoshioka, H., Gai G., Yamanokoshi, E., Ninomiya, K., Kita, K., Igarashi, Y.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The impact of particulate matters on the formation and chemistry of tropical heavy rain accompanied by squall

世界遺産・富士山頂で地球大気環境を調べる:自由対流圏大気の雲やPM2.5のケミストリー

Novel Hypothesis for Fukushima 137Cs Re-suspension: Biological Processes

Evaluation of the influence of forest fires and fungal spores on resuspension of radiocesium from a forested area using
terrestrial biomarkers

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第12回バイオエアロゾルシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石塚正秀、田中邦明、小川実姫、保坂健太郎、五十嵐康人、牧輝弥、北和之

 ２．発表標題

Kawamura, K., Kunwar, B., Kita, K. ＆ Igarashi, Y.

Teruya Maki

牧輝弥、北和之、石塚正秀、作田裕也、保坂健太郎，岩坂泰信，五十嵐康人

21st EGU General Assembly（国際学会）

Ibaraki University-Institut de Radioprotection et de Surete Nucleaire (IRSN)/Japan-UK EICHI-project joint international
workshop on radioactive particles（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

きのこ胞子飛散の動画撮影

Relationship of fungal spore-organic tracer and 137Cs in ambient aerosols from Fukushima: Nighttime emission of radioactive
Cs by fungi

Variations of airborne microbial communities emitted from forest areas

森林内を浮遊するバイオエアロゾルの群集構造変化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第12回大気バイオエアロゾルシンポジウム

保坂健太郎

齊藤保典，西村彬，宇都宮成弥，菅野晃輝，切中拓也，熊谷陽介，櫻井祐輔，冨田孝幸

牧輝弥

切中拓也，櫻井祐輔，西村彬，冨田孝幸，齊藤保典

第73回ｅ教育サロン勉強会

平成30年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

林内と海岸で採るバイオエアロゾル（きのこ）

信州大学におけるバイオエアロゾルセンシングへの取り組み

空飛ぶ納豆菌～バイオエアロゾル研究～

エアロゾル候補物質の蛍光量子収率測定

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成30年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会

平成30年度応用物理学会北陸・信越支部学術講演会

立山研究会

気象学会2018年度秋季大会

菅野晃輝，熊谷陽介，宇都宮成弥，冨田孝幸，齊藤保典

牧輝弥，古本翔吾，青木一真，島田亙，渡辺幸一，岩坂泰信

白石浩一, 久保田光, 北島彩加, 原圭一郎, 林政彦, 齊藤保典, 冨田孝幸, 水谷耕平, 石井昌憲, 五十嵐康人

櫻井祐輔，切中拓也，西村彬，冨田孝幸，齊藤保典

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

森林環境モニタリング用現場対応型励起蛍光マトリクス計測装置

立山積雪に含まれるバイオエアロゾルの細菌群集構造解析：気候変化とヒト健康への影響

ライダーと地上サンプリングによる大気エアロゾルの蛍光計測と蛍光物質の同定

蛍光ライダ―観測への応用を目的とした蛍光スペクトルデータベース

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

サイエンスカフェ「明日授業で使いたくなる大気化学の話」

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

T. Maki, K. Kita, K. Takashi, M. Ishizuka, Y. Igarashi

 ２．発表標題

牧輝弥

牧輝弥

石塚正秀

平成30年度自然史学会連合講演会

サイエンスカフェ「明日授業で使いたくなる大気化学の話」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Sequential changes of airborne microbial communities emitted from forest ground surface in Fukushima

納豆菌も空を飛ぶ－黄砂とともに運ばれる微生物たち－

空飛ぶ納豆菌

黄砂の発生機構～黄砂はどのように飛ぶのか？～

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

第59回大気環境学会年会

Ishizuka M., K. Tanaka, Y. Igarashi, K. Hosaka, K. Kita

五十嵐康人

反町篤行, 北和之, 五十嵐康人, 保坂健太郎, 南光太郎, 堅田元喜, 羽田野裕子, 池田遼

宇都宮成弥，熊谷陽介，菅野晃輝，冨田孝幸，齊藤保典，五十嵐康人

第59回大気環境学会年会

第36回レーザセンシングシンポジウム予稿集

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spore emission of shiitake mushroom (Lentinula edodes) as one of bioaerosol particles: Shape and size characteristics

福島第一原発事故起源の放射性セシウムの再浮遊について

緩和渦集積法を用いたバイオエアロゾル放出フラックスの測定システムの開発

可搬型LIFSライダーを中心とした植物生育及び生育環境の調査

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回レーザセンシングシンポジウム予稿集

平成30年度土木学会全国大会 第73回年次学術講演会

第35回エアロゾル科学・技術研究討論会

第35回エアロゾル科学・技術研究討論会

田中邦明・石塚正秀・五十嵐康人・保坂健太郎・北和之

林奈穂，北和之，五十嵐康人，牧輝也，小坂橋基夫

五十嵐康人，北和之，牧輝弥，保坂健太郎，反町篤行，羽田野祐子，石塚正秀，齊藤保典，冨田孝幸，川端康弘，財前裕二，足立光司，大
河内博，白石浩一，水谷耕平，河村公隆

切中拓也，櫻井祐輔，太田直志，久保田智貴，冨田孝幸，齊藤保典

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シイタケ胞子の形状計測と胞子飛散機構に関する基礎的研究

降水時の森林からのバイオエアロゾル放出源変化

つくば実験植物園でのバイオエアロゾル観測

エアロゾル候補物質の蛍光データベース

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

平成30年度土木学会四国支部第24回技術研究発表会

日本地球惑星科学連合2018年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

石塚正秀，田中邦明，五十嵐康人，保坂健太郎，北 和之

 ２．発表標題

牧輝弥，大西一成，洪天祥，黒崎泰典，Kevin C. Lee，河合慶，甲斐憲次，篠田雅人，S.B. Pointing，岩坂泰信

T. Maki, S. Furumoto, Y. Asahi, K.C. Lee, K. Watanabe, K. Aoki, M. Murakami, T. Tajiri, and Y. Iwasaka

田中邦明, 石塚正秀, 五十嵐康人, 保坂健太郎, 北和之

第35回エアロゾル科学・技術研究討論会

AOGS（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

シイタケ胞子の飛散機構の解明に向けた基礎的実験 -胞子の形状特性の観察

東アジアを風送されるバイオエアロゾルの細菌群集構造の変化

Long-range transported bioaerosols captured in snow cover on Mount Tateyama, Japan: Impacts of Asian-dust events on airborne
bacterial dynamics relating to ice-nucleation activities

シイタケ胞子の形状特性と胞子飛散に関する基礎的研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会

林奈穂，北和之，五十嵐康人，足立 光司，木村 徹

吉岡颯，大河内博，張凱，勝見尚也，二宮和彦，北和之，五十嵐康人

北和之

K. Kita, N. Hayashi, K. Minami, M. Kimura, Y. Igarashi, K. Adachi, T. Maki, M. Ishizuka, H. Okochi, J. Furukawa, K. Hosaka,
K. Ninomiya and A. Shinohara

日本地球惑星科学連合2018年大会

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

2013年茨城県つくば市における大気Cs-137濃度変動とバイオエアロゾルによる寄与

福島県浪江町の里山における大気エアロゾル中放射性セシウム濃度に及ぼす山林火災の影響

福島第一原発事故後の大気放射能に関する学会連携等による研究とその成果

Increase of atmospheric concentration of radioactive cesium with bio-aerosols in a polluted area in Fukushima

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 joint 14th iCACGP Quadrennial Symposium/15th IGAC Science Conference（国際学会）

第12回バイオエアロゾルシンポジウム

シンポジウム「原発事故から7年，放射能汚染の状況はどこまで改善したのか」（招待講演）

第11回大気バイオエアロゾルシンポジウム

北和之, 林菜穂, 南光太郎, 木村茉央, 佐々木完斉, 堅田元喜, 五十嵐康人, 反町篤行, 牧輝弥, 保坂健太郎, 古川純, 羽田野祐子, 池田
遼, 足立光司, 財前祐二, 川端康弘, 大河内博, 河村公隆, 石塚正秀, 斎藤保典

五十嵐康人

北 和之，林奈穂，南光太郎，木村茉央，五十嵐康人，足立光司，財前祐二，牧輝弥，保坂健太郎，古川純，大河内博，石塚正秀，反町篤
行

K. Kita, N. Hayashi, K. Minami, M. Kimura, Y. Igarashi, K. Adachi, T. Maki, M. Ishizuka, H. Okochi, J. Furukawa, K.Hosaka,
K. Ninomiya and A. Shinohara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

森林からのバイオエアロゾル放出フラックス推定とフィルタサンプリングされたバイオエアロゾルの蛍光測定の試み

放射性プルームは何からできていたか？

福島山間部におけるバイオエアロゾルの放射性セシウム飛散における役割の推定

Bioaerosol emission and its role in re-emission of radioactive cesium from forest in Fukushima

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回大気バイオエアロゾルシンポジウム（国際学会）

Ibaraki Univ.-IRSN international workshop on atmospheric radio-cesium and bio-aerosol emission（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kita, K.

 ２．発表標題

太田直志, 白石浩一, 齊藤保典, 冨田孝之, 林　政彦, 石井昌憲, 水谷耕平, 安井元昭, 原　圭一郎, 五十嵐康人

牧　輝弥，古本翔吾，朝日祐也，Kevin C. Lee，渡辺幸一，青木一真，村上正隆，田尻拓也，岩坂泰信

Igarashi, Y., N. Hayashi, K. Kita, T. Maki, Y. Saito, H. Okochi, K. Hosaka, K. Shiraishi, T. Tomida, K. Adachi, Y. Zaizen,
M. Ishizuka, A. Sorimachi

第11回大気バイオエアロゾルシンポジウム

第11回大気バイオエアロゾルシンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Bioecological. resuspension of radiocesium found for the Fukushima nuclear accident

ライダーによる大気エアロゾル蛍光と地上サンプリング物質蛍光とのスペクトル比較

立山積雪中に保存される黄砂バイオエアロゾル：微生物群集構造と氷核活性粒子との関係

Aerosol Emission from Forest by Precipitation: New Perspective for Atmosphere-Forest Interaction

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ibaraki Univ.-IRSN international workshop on atmospheric radio-cesium and bio-aerosol emission（国際学会）

2nd International Symposium of Quantum Beam Science at Ibaraki University（招待講演）（国際学会）

Maki, T.

Kita, K., N. Hayashi, K. Minami, Y. Igarashi, K. Adachi, T. Maki, M. Ishizuka, H. Okochi, J. Furukawa, K. Ninomiya and A.
Shinohara

鯉田武範, 西村　彬, 冨田孝幸, 齊藤保典

五十嵐康人

平成29年度応用物理学会　北陸・信越支部学術講演会

第14回放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会－東日本大震災に関する救援・復興に係る農学生命科学研究科の取組み－

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Bioaerosol observations in forested area

Atmospheric re-suspension mechanism of radio-cesium - possibility of circulation between atmosphere and biosphere

LIFSライダーの蛍光分光検出系における色収差の改善実験

夏季の放射性セシウム再飛散と森林起源バイオエアロゾル

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 Symposium on Atmospheric Chemistry and Physics at Mountain Sites (ACPM2017)（国際学会）

2017 Symposium on Atmospheric Chemistry and Physics at Mountain Sites (ACPM2017)（国際学会）

日本気象学会2017年度秋季大会

2017年度日本地球化学会第64回年会（招待講演）

Kita, K., N. Hayashi, K. Minami, M. Kimura, Y. Igarashi, K. Adachi, T. Maki, M. Ishiduka H. Ohkochi, J. Furukawa, K.
Ninomiya, and A. Shinohara

白石浩一, 林政彦, 原圭一郎, 石井昌憲, 及川栄治, 水谷耕平, 安井元昭, 齊藤保典 冨田孝幸, 五十嵐康人

五十嵐康人

Igarashi, Y., K. Kita, T. Maki, T. Kinase, N. Hayashi, K. Adachi, C. Takenaka, M. Kajino, M. Ishizuka, T. T. Sekiyama, Y.
Zaizen, K. Ninomiya, H. Okochi, A. Sorimachi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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福岡で春季，ライダーにより観測されたで大気エアロゾルの蛍光特性～地上でのサンプリング観測との比較
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Asia)
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①保坂健太郎ほか，NHK「ダーウィンが来た！」「マジカル・ミステリー・きのこ・ツアー」（2021年2月21日 19:30-20:00）森林内に生えるきのこと胞子散布，
降雨との関係性について放映された。 
②五十嵐康人ほか，福島民友新聞朝刊，4大学が発表 真菌類の胞子飛散 降雨後，セシウム濃度上昇 2020年9月30日　 
③牧輝弥，NHK　Eテレ「サイエンスZERO」「キノコが雨を降らす！？空の微生物学者 気象のナゾに挑む」（2018年9月2日 23:30-24:00）森林でのバイオエアロゾ
ル観測調査の報道。 
④牧輝弥，ＢＳフジ 「一滴の向こう側」「第100回 微生物ハンター 空を飛ぶ」（2018年5月26日 22:00-22:30, 6月2日 22:00-22:30）ヘリコプター観測，納豆づ
くり，スカイツリー観測，立山積雪調査が紹介され，バイオエアロゾル研究の最新情報が示された。 
⑤牧輝弥，「上空3000メートルの菌から生まれた納豆」戦略経営者，386, 4-5，2018 
⑥五十嵐康人，パネル展示「Lesson #3.11　7年目の選択」，日本科学未来館，2018年2月28日(水) ～4月9日(月)　（東京都江東区）企画展示内容協力 
⑦五十嵐康人，シンポジウム「原発事故から7年，放射能汚染の状況はどこまで改善したのか」，日本科学未来館，2018年3月10日（東京都江東区）企画協力 
⑧第11回大気バイオエアロゾルシンポジウム，2018年2月20日～2018年2月21日，信州大学長野（工学）キャンパス信州大学国際科学イノベーションセンター（長
野県長野市） 
⑨五十嵐康人，2017サイエンスアゴラ，今，社会に必要な放射線リテラシーとは，日本科学未来館展示ブース，2017年11月24日～26日，テレコムセンタービル，
日本科学未来館（東京都江東区）　企画展示内容協力 
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